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傅
大
士
（
傅
翕、

傅
弘

。

四
九
七

−
五

六

九）

は

唐
の

乾
符
三

年
（
八
七
六）

の

進
士

楼

穎
撰
「

善
慧

大
士

録

序
」

に
、

「

何

以
有

自
然

無

師
之

智
、

超
出
凡
夫
之

中
」

（

続
蔵
一

二

〇

ー
一

上
）

、

ま
た

『

傅
大
士

語
録
』

巻

四

頭
陀

寺
隠
法
師
の

言
に

「

答
日

、

東
陽
傅
大
士

、

自
然
智
慧

、

深
解
大

乗
。

」

（

続

蔵
一

二

〇

　
五

〇

下
）

と

い

い
、

「

無

師
独

悟
の

居

士
」

と

し

て

唐

代
の

天

台
宗
や

禅
宗
で

先
駆

者
的
位
置
づ

け
が

な
さ
れ

る
。

し

か

し
、

現
存
資
料
か

ら

傅

大
士
の

実
像
や

真
説
を
摘
出
す
る

こ

と

は

極
め

て

難
し
い

。

本
稿
は

碑
文
を

中
心
に

、

傅
大
士

の

実
像
を
探
り、

そ

こ

に

特

異
な

菩
薩
戒
思
想
の

運

動
が

見
い

だ

せ

る

こ

と

を
考
察
す
る

。

　
　
一

　

自
然
無

師

　
し

ば
し

ば
一

宗
の

開

祖
は

、

慧

文
「

天

真
独

悟
」

（

『

仏

祖
統
紀
』

大

正
四

九

−
一

七
八

中）
、

慧
思
「

無
師
自

悟
」

（
大
正

四

六

−
六
九

七

下）

と

称
さ
れ
、

『

続

高
僧
伝
』

に

も
無

師
独
悟
や

自

悟
は

、

発
心
や
、

具
足

後
の

独
悟
の

意
味
で

散
見
さ

れ

る
。

一

方
、

戒
に

か

か

わ

る

用
語
と

し

て

は
、

自
然
や

無
師
は

菩
薩

戒
の

自

誓
受
（
無

授
戒
師
）

の

意

味
で

使

用
さ

れ

る
。

即
ち

、

『

瑜
伽
師

地

論
』

巻
五

十
三

で

は
、

比

丘
の

「

自

然
受
」

は

明
確
に

否
定
さ

れ

る

が
、

在
家
の

自
誓
受
は

認
め

て
、

　

或
復
有
一

、

唯

自
然
受

。

除
芯

芻
律
儀
（

大
正

三

〇

1
五
八

九

下）

と

い

い
、

一

方
、

同
系
統
の

『

菩
薩
地
持
経
』

巻
第
五

は

自
心

観
察
と

懺
悔
を

経
て

、

　

若
無
如
是
具

足

功
徳
人、

可

従
受
菩
薩
戒

者
、

是
菩
薩
応

於
仏

像
前
自
受

。

　
（

大
正
三

〇

1
九
一

七

上
）

と
三

聚
浄

戒
の

自

誓
受
を
認
め

る

が
、

「

若
無
如

是
具
足
功

徳
人
」

は

無
師

の

意
で

あ
る

。

た

だ

本
経
は

好
相
を

説
か

ず、

自

悟
、

独

悟
の

用

例

も

無
い

。

或
い

は
、

一

巻
本

『

善

戒
経
』

で

は

出

家
を

対
象
に

、

　

今
我
無
師

、

十
方
仏
菩
薩
為
師

、

…

爾
時、

十
方
仏
菩
薩、

即
作
相
示

、

当

　

知
得
戒

。

（

大
正
三

〇

1
一

〇
一

四

上
）

と
、

無

師
自
誓
受
を

認
め

る
。

『

善
戒

経
』

は

重

楼
四

級
次
第
の

厳
守

の

上

で

菩
薩

戒
「

勝
一

切
声
聞

戒
」

（
大

正
三

〇

1
一

〇
一

四

下
）

を
い

う
が

、

自
悟

、

独

悟
の

用

例
は

無
い

。

ま
た

『

観

普
賢

経
』

に
、

「

是

名

具
足

菩
薩
戒

者
、

不
須

羯
磨

、

自
然

成

就
」

（
大

正

九

−
三

九

三

下
）
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（

1
）

や
、

や

や

時
代
が
下

る

「

善
悪

占

察

経
』

は

三

聚
浄
戒
の

自

誓

受
に

「

不
能
得
善
好
戒
師

、

及

清
浄
僧
衆
」

（

大
正
一

七

ー
九

〇
四

下
）

の

例
も

見
え

、

無
師
や

自
然

、

そ
の

類

語
は

菩
薩
戒
自
誓
受
と

不
可
分
で

あ
る

こ

と
が

分
か

る
。

　

で

は

冒
頭
に

見
た

傅
大
士
「

自
然
無
師
之

智
」

と

は
い

か

な
る

智
か

、

果
た
し

て

そ
こ

に

傅
大
士
の

菩
薩
戒
自
誓
受
の

可

能
性
は

な
い

か
、

碑

文
を

中
心
に

そ

の

可
能
性
を

探
っ

て

見
た
い

。

　

た
だ

、

傅
大
士

は

出
家
比

丘

で

も
五

戒
受
持
の

優
婆
塞
で

も
な
い

か

ら
、

菩
薩
戒

経
の

内
で

も
七

衆
別

解
脱

戒
、

重

楼
四

級
次

第
を

説

く

『

瑜
伽

師
地

論
』

系
の

理

解
は

排
さ

れ

る
。

つ

ま

り
菩
薩
戒
自

誓
受
の

教

義
背
景
と

し
て

、

も

う
】

方
の

涅

槃
経
系

、

『

梵
網
経
』

、

『

菩
薩
瓔

珞
本

業
経
』

（

以

下
、

『

瓔
珞
経
』

）
、

『

占
察
経
』

と

い

っ

た

通

受
（
単
受）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

2
）

菩
薩
戒

系
の

自
誓
受
を

想
定
し

な

け
れ

ば

な
ら

な
い

。

ま

ず
、

『

梵

網

経
』

巻
下

第
二

十
三

軽
戒
は

、

好
相
を

条
件
に

自
誓
受
を

認
め

る
。

　
若
千
里
内、

無
能
授
戒
師、

得
仏
菩
薩

形
像
前
受
戒

、

而

要
見
好
相

。

（

大

　
正
二

四

ー
一

〇

〇
六

下
）

　
「

無
能

授
戒

師
」

が

無

師
、

自
然
を

意
味

す
る

が
、

仏

滅
度

後
の

仏

前
懺

悔
と
好
相
の

獲

得
を

条
件
に

菩
薩
戒
自
誓
受
を
認
め

る
。

　

ま
た
『

瓔
珞
経
』

大

衆
受
学
品
で

は
、

受
戒
を

上

中
下

三

品
に

分
け

、

「

無
法

師
」

の

場
合
の

自
誓

受
を

好

相
の

条
件
無
し

に

認

め
、

下

品
と

す
る

。

　
三
、

仏
滅
度
後、

千
里
内
無
法
師
之

時
、

応

在
諸
仏

菩
薩

形
像
前

、

胡
跪
合

傅
大
士
と

菩
薩
戒
思
想
（

中
　
島
）

　
掌

、

自

誓
受

戒
。

…

我

学
一

切

菩
薩
戒

者
、

是

下

品
戒

。

（

大
正

二

四

ー

　
一

〇

二

〇
下
）

　
こ

の

よ

う
な
前
提
的
理

解
の

上

で

傅
大
士

に

菩
薩

戒

自
誓
受
の

可
能

性
を

検
討
し

た
い

。

二

　
好

相

　

傅
大
士
の

伝
記
資

料
と

し
て

は
、

菩
薩
戒
弟

子
東
海
徐

陵
（
五

〇
七

　
五

八
三
）

が

傅
大
士

寂
後
四

年
の

太

建
五

年
（
五

七
三
）

に

撰
し

た
「

東

陽
双
林
寺
傅
大
士

碑
」

（

『

全
上

古
三

代
秦
漢
三

国
六

朝
文
』

、

「

全

陳
文
」

巻

十
一

、

中
華
書
局、

一

九
九

九

重

印
、

及
び

『

善
慧
大

師
語
録
』

巻
三

所
収
）

　
　
　
　
　
　
　

　
（

3）

が

根
本
資
料
で

あ
る

が
、

ま

ず
第
一

に

『

梵
網
経
』

第
二

十
三

軽
戒
の

「

好

相
」

に
つ

い

て

注
目
し

た
い

。

好
相
は

、

同
経
の

特
異
な

教
説
の

一

で

あ
り

、

同

じ

菩
薩
戒
の

自
誓
受
を

認
め

る

他

経
は

『

観
普
賢
経
』

の

他
見
い

だ

せ

な
い

。

し

か

も
別
に

『

梵
網
経
』

第
四

十
一

軽
戒
は

、

受
戒
に

先
立
つ

懺
悔
法
と

し

て

好
相
を
求
め

、

続
い

て
、

　
好
相
者、

仏

来
摩
頂

、

見
光
見
華、

種
種
異

相
、

便
得

滅
罪

。

（

大
正
二

四

　
　
一

〇
〇

入

下
）

　
　
　
　
　
　
　
（

4
）

と
好
相
を
定
義
す
る

。

ま

た

先
の

『

観
普

賢
経
』

も
、

　
如
是
応
当

、

観
十
方
仏

。

時
十

方
仏

、

各
伸
右
手

、

摩
行
者
頭

、

作
如
是

　
言

、

善
哉
善

哉
、

善
男
子、

汝
誦

読

大
乗
経
故、

十

方
諸
仏

、

説
懺
悔
法

。

　
（

大
正

九

−
三

九
二

下
）

と
い

い
、

「

摩
行
者
頭
」

は

好
相
見
仏
の

表
現
と

理

解
で

き
る

。

た
だ

、

一

七

七
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傅
大
士

と

菩
薩
戒
思
想
（
中

　
島

）

『

観

普
賢
経
』

は

六

重
八

重
の

別
を

説
い

て

『

梵
網

経
』

と

は

異
な
る

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（
5

）

『

善

戒
経
』

の

系
譜
と
理

解
さ

れ

る

か

ら
、

傅
大
士

と

の

影
響
関

係
は

想
定
し

に

く
く

、

検
証
か
ら
は

除
外
さ

れ

る
。

そ
こ

で

更

に

好

相
の

定

義
に

見
え

る

「

仏
来
摩
頂
」

の

語
に

注

目

す
る
と

、

「

碑
文
」

に
、

　
逃

迹
山

林、

肆

行
蘭
若

。

又

自
敘

云、

七

仏

如
来

、

卜

方
並

現、

釈

尊
摩

　
頂

。

願

受
深

法、

毎
至

縫
槌
応

節
。

（
続

蔵
一

二

〇

−
三

五

下
）

と
い

う
記
述
を
見
い

だ

す
。

「

釈
尊
摩
頂
」

は

先
の

『

梵
網
経
』

の

「

仏

来
摩
頂
」

と

同
義
と

見
て

よ
い

。

つ

ま

り
、

碑
の

「

釈

尊
摩
頂
」

は

傅

大
士
の

好

相
獲
得
で

あ
り

、

『

梵
網
経
』

の

い

う
好

相
を

条

件
と

し

た

菩
薩
戒
自
誓
受
の

成
就
と

理
解
で

き
る

の

で

あ
る

。

「

傅
大
士

碑
文
」

は

全

体
の

記
述
と
し

て

年
次
こ

そ
不
明
だ

が
、

発
心
以

来
、

懺
悔
や

「

逃

迹
山

林
、

肆
行
蘭
若
」

の

後
、

「

釈
尊
摩
頂
」

を
得
て

菩
薩
（
大
上
）

の

自
覚
と

な

り
、

中
大
通
六

年
（

五

三

四
）
、

梁
武
に

致
書
し
た

と

き

「

双

林
樹
下

　
当
来

解
脱

善
慧
大
士
」

（

続

蔵
一

二

〇

1
三

六

下
）

の

白
称

に

至

る
と
い

う
順

序
が

維
持
さ
れ

て

い

る
。

し

か

し
、

こ

の

碑
の

記
述
は

、

　
苦
行
七

年
一

日

宴
坐

次、

見
釈
迦

金
粟
定
光
三

仏
、

来
自
東
方
放
光
如
日

…

　

我
得
首
楞

厳
定

。

（
『

語

録
』

巻
一

、

続
蔵
一

二

〇

ー
二

上）

と

い

っ

た

記
述
に

変

容
し

て

後
世
の

伝
記
に

も
好
相
や

自

誓
受
の

可
能

性
は

見
失
わ

れ
て

し

ま

う
の

で

あ
る

。

三

　
捨
身

菩
薩

戒

自
誓
受
の

先
駆

例
と

し

て

周
知
の

北

涼

沙

門
道

進
（

？

1

一

七
八

四

四
四
）

は
、

曇
無
讖
の

許
で

三

年
の

懺
悔
を

経
て

好
相
を

得
た

（

『

梁

高
僧
伝
』

巻
二

・

曇
無
讖、

大

正
五

〇

1
三

三

六

下
）

。

道

進
は

ま
た

『

梁

高
僧
伝
』

巻
十
二

亡

身
篇
に

法
進
と

し

て

採
録
さ
れ

、

壮
絶
な

捨

身
行

が

記
録
さ

れ

る

（
大

正
五

〇

1
四

〇

四

下
）

。

亡

身
篇
に

見
え
る

多
数
の

捨

身
は

、

そ
の

動
機
も
意
義
も
多
様
だ

が
、

道
進
に
は

先
に

菩
薩
戒
自

誓
受
が

存
在
し

、

そ
こ

で

要
求
さ
れ

る

懺
悔
の

徹
底
と

菩
薩
の

強
固
な

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（
6

）

自
覚
が

、

や

が

て

捨

身
に

至
っ

た
と

い

う
経
過
が

想
定
で

き
る

。

道
進

の

菩
薩
戒
自
誓
受
と

捨
身
行
の

関
係
は

、

傅

大

士

に

も
重
な
る

。

傅
大

士

も
ま
た

救
済
と
三

宝

供
養
の

意
で

幾
度
も
捨

身
を

行
じ
た

こ

と

が

知

ら

れ
、

『

語
録
』

巻
一

に
は

菩
薩
行
精
神
を

吐

露
し

て
、

　
紹
泰
元
年
（
五

五

五
）

四

月
二

十

日
。

大
士
告
衆

日
、

我

聞
大
覚
世
尊

、

曠

　
劫
以

来
、

捨
頭
目

財

宝、

利
安
六

道
。

又
聞
経
言
、

仏
法
欲
滅、

先
有
衆
災

　
雲
集

。

人

民

困
苦
、

死
亡

者
多

。

次
有
水
災

。

如

今

所
見

、

次
第
当
至

。

誰

　
能
普
為
一

切
衆
生
、

不
惜
身
命

。

（
続
蔵
一

二

〇

　
九
上
）

　
　
（

7）

と
い

う
。

こ

の

時、

傅
大
士
の

身
代
わ
り
と

な
っ

て

捨

身
供

養
を
し
た

帰
依

者
が

続
出
し

た
。

　

碑
は

傅
大
士

が

梁
武
に

致
書
し

た

際
、

弟
子
の

傅
唯
が

燃
指
を
し

た

こ

と

を

始
め

、

弟
子
た

ち
の

捨
身
の

記

録
が

多
数

見
ら

れ

る
。

さ

ら

に

「

大

士

亦
還

其
里

舎
、

貨
貿

妻
児

、

営
締

支

提
」

（
『

語

録
』

巻

三
・

碑
、

続
蔵
一

二

〇

1
三

六

上
）

も
、

捨
身
供
養
と

い

え

る
。

　

傅
大
士
集
団
の

捨
身
は

「

三

宝
供
養
」

の

意
で

心
立
誓
焼
手

、

則

鼻

焼
指

、

焼

身
現

滅、

鈎

身
懸

灯
と
い

っ

た

激

烈

な
も
の

と

し

て

記

録
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〔
『

語
録
』

巻
一

、

続
蔵
一

二

〇

1
九

下
V

さ
れ

、

捨

身
が

共
通
の

菩

薩
行

と
し

て

理

解
さ
れ

て

い

た
。

　

捨
身
の

教
理
的
背
景
に

は
、

周
知
の

『

法
華

経
』

薬
王

菩
薩
本
事
品

（
大

正

九

　
五

四

上
）

の

他

に
、

『

地

持

経
』

巻
四
（

方
便
処

施
品
、

大

正

三

〇

　
九

〇

六

上
）

も

菩
薩
六

波

羅
蜜
の

菩

薩
檀

波
羅
蜜
に

捨
身
を

説

き
、

一

巻

本
『

善
戒

経
』

も

菩
薩
戒
の

五

事
功

徳
に

捨
身
得
生

（

大

正

三
〇

1
一

〇
一

八

中）

を

挙
げ

る
。

　

道
進
（

法
進
）

の

自
誓
受
や

捨
身
に

は

教
理

的
背
景
と

し

て

曇
無
讖

訳
『

地
持

経
』

巻
五
（
方
便

処
戒

品

之
余、

大
正

三

〇

ー
九
一

七

上
）

を
想

定
す
る

の

が

順
当
で

あ
ろ

う
が

、

『

地

持
経
』

は

菩
薩
の

自
覚
に

至
る

自
心

観
察
と

懺
悔
を

説
い

て

も
、

好
相
を
説
か

な
い

の

で
、

必

ず
し

も

唯
一

の

所
依
経
典
が

想
定
で

き

る

と
は

限
ら
な
い

。

　
一

方
、

傅
大
士
の

場
合
は
、

菩
薩
戒
自
誓
受
の

獲
得
と

捨
身
行
を
結

ぶ

教
理

的

背
景
と

し

て
、

『

梵
網
経
』

の

第
十
六

軽
戒
も

、

「

若
不
焼

身

臂
指
供

養
諸
仏

、

非
出
家
菩
薩

。

」

（

大
正
二

四

−
一

〇
〇

六
上

。

『

天

台
疏
』

大
正

四

〇

　
五

七

六

中
言
及
な

し
）

と
、

強
く
捨
身
（

撚
指
供
養）

を

勧
進

し

て
い

る
。

さ
ら

に

第
二

十

三

軽
戒
に

い

う
菩
薩
戒
自
誓
受
の

た

め
の

懺

悔
の

徹
底
と

菩
薩
の

強
固
な

自
覚
も

、

檀

波
羅
蜜
と

し

て

の

捨
身
に

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

8）

至
る

と
い

う
両
者
の

関
連
が

想
定
で

き
る

だ
ろ

う
。

四

　
『

瓔

珞
経
』

捨
身
行
は

傅
大

師
集
団
が

強
固
な

教
団

的
性
格
を

持
っ

て

い

た
こ

と

傅
大
士
と

菩
薩
戒
思
想

（

中
　
島
）

を
推
測
さ

せ

る

が
、

そ
の

背
景
と

し

て
、

も

う
一

方
の

『

瓔
珞
経
』

と

傅
大
上

の

関
連
を

検
討
し

て

お
こ

う
。

　
ま

ず
『

瓔
珞
経
』

と

傅
大
士
の

因
縁
は

、

『

止

観
義
例
』

（

大
正
四

六

−
四
五

二

下
）

が
傅
大
師
の

独
自
詩
に

見
い

だ

せ

る
一

心
三

観
が

、

『

瓔

珞

経
』

賢
聖
学
観
品
（

大
正
二

四

ー
一

〇
一

四

上

中
）

に

依
る

と

明
言
す

　（
9）

る

が
、

『

瓔
珞

経
』

の

菩
薩
戒
思
想
と

傅
大
士

の

関

係
を

直
接

証
す
る

も
の

で

は

な
い

。

そ
の

『

瓔
珞
経
』

は

巻
下
大
衆
受
学
品
に

上

中
下

品

三

種
戒
を
説
き

、

そ
の

う
ち

、

　
請
大

尊
者

、

為

師
授

与
我
戒

。

其

弟
子

得
正

法
戒

、

是

中
品

戒
。

（
大

正

　
二

四

−
一

〇

二

〇
下
）

と

先
に

受
戒
し
た

法
師
に

受
戒
す
る

「

従
他
受
戒
」

を

中
品

、

正
法
戒

と
し

、

法
師
が

得
ら

れ
な
い

場
合

、

下

品
戒
と

し
て

菩
薩
戒
自
誓
受
を

認
め

た
。

し
か

も
、

教
誠

法
師
（

戒
師
）

に

よ

る

授

戒
に
つ

い

て

も
、

出

家
に

限

ら

ず
、

　
其
師
者、

夫
婦
六

親、

得
互

為
師
授

。

〔

大
正
二

囚

ー
一

〇
二
一

中
）

と
、

親
族

縁
者
相
互
の

菩
薩
戒
授
受
を

可
能
に

す
る

特
異
な
形
を
承
認

し

て

い

る
。

こ

の

『

瓔
珞
経
』

の

六

親
授
戒
の

影
響
は

、

　
大
士

欲
導
群
品

、

先

化
妻
子

、

令
発

道
心

。

（

『

語

録
』

巻
一
、

続

蔵
　

二

〇

　

1
二

下
）

と
、

傅
大
士

の

最
初
の

弟
子
が

妻
妙
光

、

子
の

普
建

、

普
成
で

あ
っ

た

こ

と
、

さ

ら

に

碑
に

は
、

　
同

里

傅

防、

傅
子
良

、

傅
重
昌

、

傅
僧
挙
母、

傅
瞻
、

其
叔、

従
祖

孚
公

。

一

七
九
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傅
大
士
と

菩
薩
戒
思
想
（
中
　
島）

　
（
続
蔵
一

二

〇

1
二

下
）

と
い

っ

た

傅
大
士

の

親
族
と

見
ら

れ

る

傅
姓
の

人
士

が

多
数
帰
依
し

た

こ

と
に

も
窺
わ

れ

る
。

さ

ら

に

僧
俗
多
数
の

弟
子
が

あ
り

、

在
俗
の

傅

大
士

に

帰
依

す
る

沙
門
に

対
し

て

非
難
が

あ
っ

た

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

慧
集

、

比
丘

僧
朔
と

そ
の

仲
間
、

比
丘
智
鰓

、

優
婆
夷
銭
満
願
が

自
ら

投
じ
た

こ

と

が

碑
文
に

見
え
る

。

　
こ

う
し

た

捨
身
を

も

可
能
に

す
る

強
固
な

集
団
の

形
成
に

は
、

そ
こ

に

親
族

、

僧
俗
を

巻
き

込
ん

だ

傅
大
十

を

戒
師
と

す
る

菩
薩
戒
授
受
の

関
係
が

あ
っ

た
こ

と

を
推
測
さ
せ

る
。

沙
門
の

菩
薩
戒
受
戒
は
「

重
受
」

だ

が
、

更
受
を
妨
げ
な
い

の

も
菩
薩
戒
の

特
徴
で

あ
る

。

　

傅
大
士
自
ら

が

授
戒

師
と
な
っ

た

可
能
性
は

、

『

梵
網
経
』

第
二

十
三

軽
戒
に

も
根
拠
と

な
る

箇

所
が

見
ら

れ
、

　
若
現
前
先
受
菩
薩
戒
法
師
前

、

受
戒
時、

不

須
要
見
好
相

。

何
以

故
。

以

是

　
法

師
、

師
師
相
授
故、

不

須

好
相

。

是
以

法
師
前
受
戒

、

即
得
戒

。

以

生

重

　
心

故、

便
得
戒

。

（
大
正
二

四

ー
一

〇

〇

六
下
）

と
、

好
相
を

得
て

自

誓

受
し

た

先
受

法
師

に

よ
っ

て

受
戒

す
る

場

合

は
、

見
好
相
を

条
件
と

せ

ず
に

得
戒
す
る

と

あ
る

。

　

内
容
的
に

は

『

梵
網
経
』

と

『

瓔
珞
経
』

は

自
誓
受
の

際
の

好
相
の

有
無

、

「

六

親
得
互
」

受
戒
の

有

無
と
い

っ

た

大

き
な

相
違

点
も
あ
る

が
、

両
経
は

自
誓
受
と

自
誓
受
者
に
よ

る

従
他
受
を

許
容
す
る

同
系
統

の

菩
薩
戒
経
と

し
て
一

体
的
に

理

解
さ

れ

て

い

た
。

一

経
に

限
ら

な
い

諸

経
を
援
用

し
た

多
様
な

菩
薩
戒
法
が

行
わ

れ

た

ら

し
い

こ

と

は
、

梁

一

八
〇

の

『

出

家
人

受
菩
薩
戒
法
』

巻
一

（

五
一

ニ

ー
五
一

九

年）

が

記
す
六

種

戒
本
に

代
表
さ

れ

る

菩

薩
戒

法
に

も

窺
え
る

。

同
書
は

『

梵

網
経
』

、

『

瓔
珞
経
』

、

『

観

普
賢
行

経
』

他
の

諸

菩
薩
戒
経
を
援

用
し

た

戒

法
を

　
　（
10
＞

明
か

す
。

　
こ

の

諸

経
の
一

体
的

援
用

は
、

慧
思
の

受

菩
薩
戒
儀
も

、

『

梵
網

経
』

他
の

諸
経
を
引

用

し

て

「

全
心

是
戒

、

全

戒
是
心
」

（

続
蔵
一

〇

五

−
一

下
）

を

根
拠
づ

け
、

後
の

吉
蔵
も

「

瓔
珞
梵
網
無
羯
磨
者
…

教

門

不
定

、

適
時

而

用
」

（
大
正
三

七

　
二

〇

下）

と

承
認
し

て
い

る
。

　
か

く
し

て

傅
大
士

碑
に

特
定
の

菩
薩
戒
法
は

見
い

だ

せ

な
い

が
、

先

の

『

梵
網

経
』

、

『

瓔
珞

経
』

を
一

体
的
に

理

解
し

、

そ
こ

に

傅
大
士
を

戒
師
と

す

る

菩
薩
戒
の

授
受
が

あ

り、

強
固

な

菩
薩
戒
集
団
が

形
成
さ

れ

た

と

見

ら

れ
る

。

　
後
の

語

録

に

収
録
さ
れ
た

諸

篇
に

は

声
聞
戒
に

た

い

す
る

菩
薩

戒
優

位
思

想
が

随
所
に

見
え

、

『

語

録
』

巻
二

「

心
出
家
・

理

出

家
」

（

続
蔵

一

二

〇

ー
一

六

下）
、

「

仏

菩
薩

戒
。

…

喩

拔
五

百
壮
」

（

続
蔵
一

二

〇

1

二

二

下
）

の

喩
な
ど

も

先
の

涅

槃
経
と

梵
網

系
菩
薩
戒
の

特
徴
で

あ
る

不
共
大
乗

、

単
受
菩
薩

戒
の

思

想
的
影

響
を

表
わ

す
。

そ

れ

は

宝

誌
、

十
四

歌
頌

や

大
乗
讃
に

も
共
通

す
る

小

乗
戒
や

持
戒
を
批
判

す
る

論
理

で

も
あ
り

、

梁
武
の

時
代
（

五

〇
ニ

ー
五

四

九
）

が

見
せ

る

菩
薩
戒
思
想

の

昂
揚
に
よ

く
対
応
す
る

。

　
斯
く
し
て

、

菩
薩
戒
自
誓
受
を
成
就
し
た

傅
大
士

の

思

想

表
現
が

心

王

論
（

銘）

他
の

歌
頌
作
品
で

あ
る

。

そ

れ

が

傅
大
士
の

真
作
か

否
か
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は

問
わ

ず
、

今
は

菩
薩
戒
自

誓
受
の

成
就
に

は

悟
境
と

も
呼
べ

る

到
達

点
が

あ
っ

て
、

そ
の

表
現

が

歌

頌
作
品
で

あ
る
と

い

う
関
係
が
確
認
で

き
れ

ば
よ

い
。

そ

し

て
、

そ
の

思

想
と
は

、

『

出
家

人
受

菩
薩
戒

法
』

ほ

か

菩
薩
戒
文
献
に

見
え
る

、

羅

什
系
の

空
観

、

無
心
の

思
想
の

宣
揚

　
　
　
（

11）

で

あ
っ

た
。

　

僅
か
に

嵩
頭
陀
の

語
に

従
っ

て

仏
道

修
行
に

赴
い

た

以

外
、

師
僧
も

受

戒
の

経
歴

も

持
た

な
い

傅

大
士
は
、

専
ら

自
ら

の

修
道
を

深
め

て

「

双
林

樹
下
当

来
解
脱

善
慧
大
士
」

（
続

蔵
一

二

〇

　
二

上
）

と

称
し

て
、

や

が

て

多
く
の

僧
俗
を

弟
子
と

す
る

に

至

る
。

　

碑
文
は

「

当
代
善
慧
大

士
」

の

自
称
を

記
す
だ

け
で

、

楼
穎
の

序
が

世

之

言
と

し
て

、

「

双

林
大

士

自
云

、

是

弥
勒

応

身
。

明

矣
。

不
然

、

何
以

有
自

然
無

師
之

智
、

超

出
凡

夫
之

中
」

（

続
蔵
一

二

〇

1
】

上
）

と

い

い
、

「

我
入
山
修
道
時
…

豁
然
開
悟

。

自
識
我
来
処
」

（

「
語
録
』

巻
二

、

続
蔵
一

二

〇

1
一

五

下
）

と

い

い
、

ま
た

慧

集
を

開
悟
さ
せ

た

例
と

し

て

「

弥
日

累

夕
。

乃

豁
然

開
悟
」

と
い

う
が

、

こ

こ

に

無
師

智
と

開
悟
の

語
を

待
っ

て
、

よ

う
や

く
「

無
師
独

悟
」

の

傅
大
士
像
は

で

き
あ
が

る
。

　

し

か

し

無
師
の

菩
薩
戒
自
誓
受
が
い

っ

た
い

自
悟
・

独

悟
と

い

う
概

念
と
い

か

な

る

関
係
に

あ
る

か
。

五

首
楞

厳
三

昧

さ

て

傅
大
士
の

行
じ
た

禅
定
は

首
楞
厳
三

昧
と

し

て

知
ら

れ

る
。

『

語
録
』

の

「

傅
大
士

伝
」

に

は
、

「

我
得
首

楞
厳
定
」

（

続

蔵
一

二

〇

傅
大
士
と

菩
薩
戒
思
想
（
中
　
島
）

ー
五

二

下
）

と
い

い
、

『

語
録
』

巻
一

に
も

　
弟
子
僉
日

、

首
楞
厳
三

昧
、

唯
住
十
地
菩
薩

、

方
能

得
之、

故
知
大
士
是
住

　
十
地

菩
薩

。

（
『

語
録
』

巻
一

、

続
蔵
一

二

〇

ー
二

下）

と
、

首
楞
厳
三

眛
は

、

そ
の

根
拠
を
『

首
楞

厳
三

昧
経
』

（

大
正
一

五

i

六
＝

二

上
）

に

求
め

る

の

が

定
説
で

あ
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

12）

　
し

か

し

湯
用
形
も
指
摘
す
る

が

『

涅

槃
経
』

獅
子

吼
菩
薩
品
に
、

　
仏

性
者
即
首
楞
厳
三

昧
、

性
如
醍
醐

、

即
是
一

切
諸

仏

之
母

。

…
一

切
衆
生

　
悉
有
首
楞
厳
三

昧
、

以

不

修
行
故
不
得
見

。

是
故
不
能
得
成

、

阿
耨
多
羅
三

　
藐
三

菩
提

。

…

是
故
言
首

楞
厳
定、

名
為
仏
性

。

（
大
正
一

ニ

ー
七

六
九

中
）

と

首
楞
厳
三

昧
を
説
き

、

同
経
は

続
け
て

、

　
戒

復
有
二

種
。

一

声
聞
戒

、

二

菩
薩
戒

。

…

若
有
受
持
声
聞
戒
者

、

当
知
是

　
人

不
見
仏
性
及
以

如
来

。

若
有
受
持
菩
薩
戒
者、

当

知
是
人

得
阿
耨
多
羅
三

　
藐
三

菩
提

、

能
見
仏
性
如

来
涅
槃

。

（
大
正
一

ニ

ー
七

七
四
上
）

と
い

う
よ

う
に

、

菩
薩
戒
だ

け
が

阿
耨

菩
提
を

得
て

、

見
仏

性
が

可

能

で

あ
る

と
い

う
不
共
大
乗
単
受
菩
薩
戒
の

立

場
を
先

取
り
す
る

。

獅
子

吼
菩
薩
品
は

不
共
大
乗
の

立

場
が

最
も

鮮
明
だ

が
、

そ
こ

で

は

　
十

住
菩
薩

、

亦
復
如
是

。

雖
見
仏
性

、

不
能
明
了

、

以
首
楞
厳
三

昧
力

故
、

　
能

得
明
了

。

（

大
正
一

ニ

ー
七

七
〇

上
）

と
、

首
楞
厳
三

昧
だ
け
が

明
瞭
に

仏
性
を
見
る
の

で

あ

る
。

　

傅
大
士

の

語
録

も
、

不
共
大
乗
的
な

菩
薩
戒
（

優
位）

思

想
の

表
明

を

特
徴
と

す
る
と
い

え
、

傅
大
士

の

首

楞
厳
三

昧
も

獅
子
吼

菩
薩
品
に

根
拠
を

求
め

る

こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う
。

一

八
】
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傅
大
上
と

菩
薩
戒
思
想
（
中
　
島）

　

そ
の

首
楞
厳
三

眛
は

仏

性
義
に

他
な

ら

な
い

か

ら
、

菩
薩
戒
自
誓
受

の

成
就
は

、

懺
悔
の

徹
底
か

ら

菩
薩
の

自

覚
に

至
る

そ
の

修
道
的
側
面

を

戒
と

定
、

菩
薩
戒
と

見
仏

性
の
一

体
関
係
と

し
て

理
解
で

き
る

。

さ

ら

に

「

梵

網
経
』

の

仏
性
戒
や

『

瓔
珞
経
』

の

「

一

切

菩
薩
凡
聖

戒
、

尽
心

為
体
」

（
大
正
二

四

−
一

〇

二

一

中
）

と
い

っ

た

特
徴
あ
る

戒

体
説

の

影
響
は

、

傅
大
士

に

仮
託
さ

れ

る

『

心

王

論
』

に

も
見
え

、

　
了

了
識

心
　
惺
惺
見

仏
　
浄

戒
浄

心
　
浄
心

即
仏

　
識

心
是

仏

　
識

仏

是
郁）

と

い

う
。

識
心
は

見
仏
で

あ
り

、

心
即
仏
、

仏

即
心
を
識

る

心
王

は
、

仏
性
で

あ
り
戒
体
で

あ

る
。

好
相
の

観
仏

と

心
は

別
で

は

な
い

と
い

う

意
味
で
、

や

は

り
菩
薩

戒

と

禅

定
の
一

体
構
造
が

見
い

だ

せ

る
。

六

　

結
語
と

展
望

　

傅
大
士

の

無
師
自
然

に
、

菩
薩
戒
自
誓
受
の

可

能
性
を
探
っ

た
。

　
「

傅
大
士

碑
文
」

中
に

は
経
名
も
菩
薩
戒
自
誓
受
の

明

言
も
な
い

が
、

傅
大

士
の

足

跡
は
い

わ

ゆ

る

喩

伽
戒

系
に

対
し
て

梵
網
戒
系
の

自
誓
受

と

符
合
す
る

点
が

多
々

見
い

だ

せ

た
。

即
ち

、

道
進
は

『

地
持
経
』

に

依
っ

た
と

さ

れ
る

に

対
し

、

傅

大

士
は

、

　
一
、

梵
網
経
系
の

不
共

大
乗

、

単
受
菩
薩
戒
の

菩
薩
戒
自
誓
受
を

得

　
た

と

考
え
ら

れ
る

。

　
二
、

菩
薩
戒

自
誓
受
の

成

就
は

、

解
脱
の

悟
境
と

も
い

え
る

思

想
的

　
到
達
点
を

伴
う
（
傅

人
士

に

仮
託
さ
れ

る

歌
偈
が

生
ま
れ
る

所
以）

の

で

　
あ
り

、

そ
れ
が

無
師
独
悟
と

称
さ

れ
る

に

至
っ

た
。

一

八

二

と
い

う
結
論
を

得
る

。

　

傅
大
士

は

後
に

台
禅
の

両
宗
で

帰
依
を
得
る

が
、

そ

れ

は

教
禅
両
面

を
備
え

た

傅
大

士
の

菩
薩
戒
仏
教
が
二

方
向
に

継
承
発
展
し

た

結
果
で

あ
り

、

し

か

も
こ

の

教
禅
の

相
違
は

木
村
論
文
（
注
2
）

に

指
摘
さ

れ

る

喩
伽
戒
系
と

梵
網
戒

系
と

い

う
菩
薩
戒

経
の

二

系
統
が

持
つ

思
想
的

な
差

異
に

対
応

す
る
だ

ろ

う
。

即
ち

傅
大
士
を
教
学
的
に

継
承
し
つ

つ

『

梵
網
経
』

に

三

聚
浄
戒
を
摂

取
す
る
こ

と

で
、

四

分
律
や

瑜
伽

戒
と

の

架
橋
を
画
っ

た

『

天

台

疏
』

及
び

智
頻
以

降
の

天

台
家
と

、

　一

方
、

『

梵
網
経
』

の

思
想
的
到
達

点
（

単
受
菩
薩
戒
と

見
仏
性
11

定
の
一

体
的

理

解〉

を

継
承
し
て

後
の

禅
宗
に

至
る

流
れ
と

、

傅
大

士

は
こ

の

教
禅
に

展
開
す
る

起

点
で

あ
っ

た

と

い

え
る

。

　

菩
薩
戒

経
の

二

系
統
を

調

停
す
る

こ

と
の

思
想
的
意
味
と

共
に

、

『

梵

網
経
』

の

原

義
を

ど

う
理
解
す
る

か

が
、

依
然
と

し
て

問
題
で

あ
る

。

1
　
船

山

徹
「

六

朝
時

代
に

お

け
る

菩
薩
戒
の

受
容
過
程

　
　
劉
宋
・

南
斉

　
を

中
心

に
」

『

東
方

学
報
』

六

七
（

一

九
九

五
）

七
〇

頁
、

山

部
能
宜
「

『

梵

　
網

経
』

に

お

け
る

好
相
行
の

研
究
」

（
荒
牧
典
俊
編
著
『

北
朝
隋
唐
中
国

　
仏

教
史
』

法
蔵
館

、

二

〇

〇

〇
）

二

二

七

−
二

二

八

頁
。

2
　
木

村
宣

彰

「

多
羅
戒

本
と

達
摩
戒
本
」

『

中
国
仏
教
思
想
研
究
』

（
法
蔵

　
館
、

二

〇

〇
九
）

四
〇

九

−
四
一

二

頁
。

『

梵
網

経
』

の

成
立

は

『

出
三

　
蔵

記
集
』

（

五
一

八

年
∀

、

『

出
家
人
受
菩
薩
戒
法
』

巻
一

（

五
一

九

年
）

　
の

経
名
記
載
以
前

、

「

瓔
珞
経
』

（

五

〇

〇

年
）

を
下
限
と

設
定
し

て、

本

　
稿
の

設

問
に

齟
齬
は

無
い

と

し
た

い
。

諏
訪
義
純
『

中
国

南
北

朝
仏
教
史

　
の

研
究
』

（
法
蔵
館

、

一

九

九

七
）

九
三

頁
、

船

山

徹
「

疑
経
『

梵
網
経
』
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成
立
の

諸
問
題
」

『

仏
教
史
学
研

究
』

三

九

ー
一

（

一

九

九

六
）

五

四

ー

　

七
八

頁
等
参
照

。

3
　
松
崎
清
浩
「

傅
大
士

像
の
一

展
開
」

『

駒
澤
大
学
仏
教

学
部

論
集
』

一

四

　
（

一

九

八

三
）

他
の

論
考
に

資
料
の

詳
説
が

あ
る

。

4
　
『

天

台
疏
』

の

同
戒
条
に

好
相
の

言
及
は

な
い

が
、

『

次
第
禅
門
』

観
相

　

懺

悔
（
大

正
四

六

　
四
八

五

下
）

で

同
四

十
一

軽
戒
を

引
く

。

5
　
注
2
木
村
論
文
参
照

。

『

大
方
等
陀
羅
尼
経
』

「

若
其
夢
中

、

見
有
師
長

　

手
摩
其
頭
」

（

大

正
二
一

−
六

五
六

中
）

を

清
浄
戒
の

証
と

し
、

『

続
高
僧

　

伝
』

習
禅
四
・

釈
智
満
に

、

「

行
道
要
取
明
証

。

夢
仏

摩
頂

、

并
為
説

法
、

　

宛
如

経
相

。

方

為
授
法

。

故
道

俗
思

戒
者

相
赴
不
絶
」

（
大

正

五

〇

1

　

五

八

三
上
）

と

あ
る
の

は
、

智
満
の

受
具
後
の

菩
薩
戒
自

誓
受
で

あ
る

。

6
　
道
進
に
つ

い

て

は
、

船
山
徹
「

大
乗
戒

イ
ン

ド
か

ら

中
国
へ

」

（

『

シ

　

リ
ー

ズ

大
乗
仏
教
3

大
乗
仏
教
の

実
践』

春
秋

社
、

二

〇
一
一
）

二

〇

六

　
　

二

四
〇

頁
。

湯

用
形
は

焼
身
に

三

分
類
（

重

仏
法、

生

天

国、

示
禅
定

　

力
）

を

挙
げ
る

（

『

漢

魏
両
晋
南
北

朝
仏

教

史
』

巻

下
、

商
務
印
書
館

、

　
一

九

三
八
、

八
二

四

頁
）

。

船
山
徹
「

捨
身
の

思

想

　
　
六

朝
仏

教
史
の

　
一

断

面
」

『

東
方
学
報
』

七

四
（
二

〇
〇
二
）

五

四

−
六
二

頁
は

、

四

分

　

類

を

提
示
す
る

。

法
進
の

捨
身
は

布
施

波
羅
蜜
と
い

え
、

ま
た

見
仏
求

　

法
の

捨
身
（

『

梁
高
僧
伝
』

亡

身
・

釈
僧
慶
（

大
正
五

〇

1
四

〇

五

下
）

）

　

も

見

え、

動
機
は

多
様
で

あ
っ

た
。

　
　

ま

た

好
相
は

夢
中、

定

中
の

別
が

あ
る

。

（

山

部
前

掲
論

文
、

二

四

六

　

頁
）

。

傅
大
士
に

も
「

我

夢
見
釈
迦
」

と

感
夢
の

例

（

『

語
録
』

巻
一

、

続

　

蔵
一

二

〇

1
三

下）

は

あ
る

が
、

伝
記
か
ら

首
楞
厳
定
に

よ

る

「

定
中
観

　

仏
」

と

理
解
で

き
る

。

7
　
『

語
録
』

巻
一

に

も
「

執
志

焼
身

、

為
大
明
灯、

為
一

切
供
養
三

宝
、

　

今
取
来

月
八

日
。

遂
先
告
衆
日

、

…

今
捨
此

穢
濁
之
身

、

当
得
無
生

、

清

　

浄
法
身

。

」

（

続
蔵

＝
一
〇

1
七

下
）

と
い

う
。

張
勇
（

于

開
）

「

焼
身
考
」

傅
大
士
と

菩
薩
戒
思
想

（

中
　
島
）

　
（

『

傅
大
士

研
究
』

中

国

仏
教

学
術
論
典
二

四
、

仏
光

山
、

二

〇

〇

こ

　
三

三

〇

ー
三
三

九

頁
。

注
6
船
山

論

文
、

五

六

頁
に

同

時
期
（

五
ゴ

ニ

　

年
）

北

魏
の

妻
子
布
施
の

記
録
が

報
告
さ

れ
て

い

る
。

8
　
『

梵
網
経
』

第
一

軽
戒
「

以
自
売
身
」

、

第
二

十
六

軽

戒
「

若
無
物
応
売

　

自
身
及
以

男

女
供
給
」

も
参
照

。

捨
身
は

、

当

時
か

ら
批

判
的
な

見
解
は

　

あ
り、

慧
皎
も
個
別
の

事
例

で

評
価
は

異
な

る
（

大
正

五

〇

1
四

〇

六

　

中）
。

湯
用

形
は

傅
大
士

が

群
心

を

煽
動
し

た

と

指
摘
す
る

（
前

掲
書

、

　

巻
下、

八

二

四

頁
）

が
、

菩
薩
戒
の

授
受
と
捨
身
の

密
接

な

関
連

を

窺
わ

　

せ

る。

9
　
佐
藤
哲
英

『

天

台
大
師
の

研
究
』

（
百
華
苑、

一

九

六
一
）

で

は、

傅

　

大
士
の
＝ 、

観
一

心
四

運
推
検
説
と

、

智
顕
『

維
摩
経
玄

疏
』

巻
二

「

三

観

　

名
出

瓔
珞
経
」

（
大
正
三

八

−
五

二

五

中
）

と
の

影
響
関
係
も
指
摘
さ
れ

　

る

（
七
一

七

頁
他
）

。

10
　
土

橋
秀
高
『

戒

律
の

研
究
』

（

永
田

文

昌
堂、

一

九

入

○
）

二

四

四

　
二

四

五

頁
、

船
山

「

大
乗
戒

イ
ン

ド
か
ら

中
国
へ

」

二

二

三

　
二

二

五

頁
。

11
　
佐
々

木
憲
徳
『

漢
魏
六

朝
禅
観
発
展
史
論
』

（

ピ

タ

カ
、

一

九

七
八

／

　
一

九

三
五
）

は
、

同

時
代
の

慧

思

『

諸
法

無
諍
三

味
法
門
』

巻
上

（

大
正

　

四
大

i
六
二

八

上
）

に
、

般
若
空
観
に

よ
る

、

空
11

如
来
蔵
の

思
想
が

見

　

え
る

と
い

う
指
摘

が

あ
る

（

二

五

三

　
二

六
一

頁）
。

12
　
湯
前
掲
書

、

巻
下

、

七

六
九

頁
。

13
　
『

心

王

論
』

の

引
用
は
、

椎
名
宏
祐
「

傅
大
士
と

『

心
王
銘
』

」

（

『

印
度

　

学
仏
教

学
研
究
』

一

六

−
一
、

一

九

六
八
）

＝
二

〇

　
＝

三
頁
に

依
る

。

〈

キ

ー
ワ

ー
ド

〉

　

傅
大
士

、

　
　
　
　

　
　

珞
経
』

菩
薩
戒、

自

誓
受

、

捨
身、

『

梵
網
経
』

、

『

瓔

（
花
園
大
学
教

授）

一

八

三
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